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第三者割当により発行される株式の募集に関するお知らせ 

 

  平成 20 年４月 10 日開催の当社取締役会において、下記のとおり第三者割当により発行される株式の

募集をおこなうことについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．第三者割当により発行される株式募集の目的 

  当社は、食肉卸売事業と外食・ホテル事業を展開しております。現在、多様化する顧客のニーズ

に応えるべく、食を通じた事業を幅広く展開する基盤を築いておりますが、当社を取り巻く経営環

境は依然として厳しく、今後の安定した成長に備えるため、資本の充実と収益力の強化を経営の大

きな課題として検討してまいりました。 

このような状況の中、財務基盤の強化を図るとともに将来的な収益確保のための投資が不可欠で

あると判断したため、今般の新株式の発行について決定したものであります。 

今般の資金調達は、より強固な経営基盤を構築するとともに積極的経営への転換を可能にするも

のと確信しております。具体的には、以下の内容において寄与し、企業価値の増大と安定的な成長

が見込めるものと考えております。 

①新たなビジネスモデルの構築 

主に卸売事業において、さらなる収益機会を増大させるための設備投資等を実施するとともに、

新たなビジネスモデルを構築してまいります。 

②事業基盤の強化 

外食事業において、新規出店およびリニューアルを実施することで、収益機会を増大させ、事

業基盤をより強固なものにしてまいります。 

  ③新たな事業軸の開拓 

   将来的な収益を創出するため、積極的な業務提携等を実施し、新たな事業軸の開拓をしてまい

ります。 

  

 

 



２．調達する資金の額および使途 

 （１）調達する資金の額（差引手取概算額） 

    1,730,000,000円 

 

 （２）調達する資金の具体的な使途 

    今回の第三者割当による資金の使途につきましては、約 1,200 百万円を財務体質の強化のため

の有利子負債の圧縮および運転資金に充当し、残金につきましては、将来的な収益確保のための

投資（食品加工等の設備投資、外食店舗における新規出店およびリニューアル費用、業務提

携等にかかる費用）に充当する予定であります。なお、使途の詳細につきましては、より効果

的な充当を行うべく検討を重ね、収益性が高いと見込める分野に対して投資を行い、将来的な企

業価値の増大と安定的な成長につなげてまいります。 

 

 （３）調達する資金の支出予定時期 

    平成20年５月から平成22年３月まで 

 

 （４）調達する資金使途の合理性に関する考え方 

   当社は、平成18年3月期より赤字決算を続けており、財務体質を健全に保つことは、効率的

経営を行う上で重要課題であると認識しており、また、経営資源を最大限に活用し、将来的な収

益確保に向けた計画への着手も不可欠であると考えております。このような状況のもと、財務基

盤を強化するための有利子負債の圧縮および今後の事業展開に必要な投資を行うための資金確 

保の必要性があり、経営上合理性があると判断しております。 

 

３．過去３年間の業績およびエクイティ・ファイナンスの状況 

（１）最近３年間の業績（連結） （単位：百万円）                       

決 算 期 平成17年3月期 平成18年3月期 平成19年3月期

売 上 高 19,085 16,903 25,802

営 業 利 益 96 △144 △783

経 常 利 益 △5 △318 △1,028

当 期 純 利 益 11 △636 △1,658

１株当たりの当期純利益（円） 2.16 △119.34 △90.42

１株当たりの配当金（円） - - -

１株当たりの純資産（円） 157.44 37.33 9.42

 

（２）現時点における発行済み株式数および潜在株式数の状況 

種類 株式数 発行済株式数に対する比率

発 行 済 株 式 数 39,791,750株 100%

現時点の転換価額（行使価

格）における潜在株式数
該当事項はありません 

 

 



 （３）今回のエクイティ・ファイナンスの状況 

   ・第三者割当による新株式 

発 行 期 日 平成20年４月28日 

調 達 資 金 の 額 1,750,000,000円 

募 集 時 点 に お け る 

発 行 済 株 式 数 
39,791,750株 

 

（４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

    ・第三者割当増資 

発 行 期 日 平成18年10月16日 

調 達 資 金 の 額 1,748,000,000円（発行価額：184円） 

募 集 時 に お け る 

発 行 済 株 式 数 
18,369,250株 

当 該 増 資 に よ る 

発 行 株 式 数 
9,500,000株 

割 当 先 株式会社加ト吉 

当 初 の 資 金 使 途 運転資金 

支 出 予 定 時 期 平成18年11月～平成19年３月 

現時点における充当状況 運転資金 

      

・第三者割当による第１回新株予約権の発行 

発 行 期 日 平成19年９月20日 

調 達 資 金 の 額 3,612,000,000円 

募集時点における発行済

株 式 数 
28,019,250株 

当該募集による潜在株式

数 
現時点における潜在株式は、残存しておりません。 

現時点における行使状況 行使済株式数：11,660,000株   （行使価額 : 86円） 

当 初 の 資 金 使 途 

外食店舗における新規出店およびリニューアルにかかる資金

として1,000百万円、食品加工等の設備投資およびＭ＆Ａ等に

かかる資金として1,000百万円、他、借入金の返済を含む有利

子負債の圧縮および運転資金 

割 当 先 Suite Capital Offshore Limited 

支 出 予 定 時 期 未定 

現時点における充当状況 借入金の返済を含む有利子負債の圧縮および運転資金 

 

 



 （５）最近の株価の状況 

平成18年3月期      

（平成18年3月31日終値） 
216円

平成19年3月期      

（平成19年3月31日終値） 
128円

平成20年3月期      

（平成20年3月31日終値） 
79円

直近1ヶ月の終値平均      

（平成20年3月3日～平成20年3月31日） 
93円

 

４．募集後の大株主および持株比率 

募集前（平成19年12月14日現在） 募集後（潜在株式未反映） 

株式会社加ト吉 25.52%
グローバルファンド第１号投

資事業組合 
38.59%

Suite Capital Offshore 

Limited 
11.62% 株式会社加ト吉 15.68%

今田輝幸 10.68%
Suite Capital Offshore 

Limited 
7.13%

ロータス第2号投資事業組合 8.77% 今田輝幸 6.56%

加藤義和株式会社 6.36% ロータス第2号投資事業組合 5.39%

加ト吉水産株式会社 2.59% 加藤義和株式会社 3.91%

株式会社カトーサービス 2.36% 加ト吉水産株式会社 1.59%

株式会社グローバルフードサ

ービス 
1.93% 株式会社カトーサービス 1.45%

ユービーエス エージー ロ

ンドン アカウント アイピ

ービー セグリゲイテッド

クライアント アカウント 

1.35%
株式会社グローバルフードサ

ービス 
1.19%

サントリー株式会社 0.94%

ユービーエス エージー ロ

ンドン アカウント アイピ

ービー セグリゲイテッド 

クライアント アカウント 

0.83%

    （注）各株主の持株比率は、大量保有報告書に基づいて、当社が把握している最新の比率を明

記しております。 

 

５．業績への影響の見通し 

   今回の第三者割当により業績に与える影響は、現時点において未定です。詳細が確定次第、別途

お知らせいたします。 

 

 



６．発行条件等の合理性 

（１）新株式の発行価額の算出根拠 

     発行価格の決定方法は、当該増資に係わる取締役会決議日の前営業日（平成20年４月９日）

に株式会社大阪証券取引所が公表した当社普通株式の普通取引の最終価格 77 円を参考として、

70 円（ディスカウント率 9.91%）といたしました。これは、当社のおかれた事業環境や最近の

業績を鑑み、割当先との協議の結果、決定いたしました。 

 

（２）発行数量および株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

    今回の第三者割当増資の直後は一時的に希薄化が生じますが、今回の資金調達により、当社

の重要課題である財務基盤の強化を図ることができるものと認識しております。また、上記によ

り将来的に当社の企業価値が高まり収益が向上できるものと判断しておりますので、今回の資金

調達においては、過大なものではなく合理性があるものと考えております。 

 

７．割当先の選定理由等 

（１）割当先の概要 （単位：百万円） 

① 商 号 グローバルファンド第１号投資事業組合  

② 主 な 事 業 内 容 投資業 

③ 本 店 所 在 地 東京都港区虎ノ門三丁目８番25号 

④ 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 業務執行組合員 大川 敏雄 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 ⑤ 上場会社と割当先の関係等 

関 連 当 事 者 へ

の 該 当 状 況
該当事項はありません。 

 

（２）割当先を選定した理由等 

        複数の投資家の中から当社の事業方針および今後の展開について賛同を得られる先を模索して

まいりましたが、今回の割当先であるグローバルファンド第１号投資事業組合は、長期的な視野

に立った経営改善により事業価値の向上を目指すことを投資方針とする投資事業組合であります。  

 また、当社の現状と事業内容等について理解も深いことから、現時点において最良の選択であ

ると判断し、決定にいたりました。 

 

（３）割当先の保有方針 

    割当先からは、割当株式の保有方法について、原則として中・長期保有するとの報告を受けて

おります。なお、当社は、割当先との間において、割当新株式の発行日から２年間において、割

当株式の譲渡を行った場合には、当社へ報告する旨の確約を依頼する予定であります。 

 

 

以 上 

 



 （別添）新株式の発行要領 

 

(1) 募集株式数 普通株式                       25,000,000株

(2) 発行価額 1株につき                              70円

(3) 発行価額の総額  1,750,000,000円

(4) 資本組入額  875,000,000円（１株につき35円）

(5) 募集または割当方法  グローバルファンド第１号投資事業組合に割当

(6) 申込期間   平成20年４月28日（月）

(7) 払込期日     平成20年４月28日（月）

(8) 新株券交付日     平成20年４月28日（月）

(9)  新株式の継続所有等の取決めに関する事項 

   当社は割当先に対し、割当新株式の発行日（平成20年４月28日）から２年間において、当該

株式の全部または一部を譲渡した場合には、直ちにその内容を当社に書面により報告する旨の

確約を依頼する予定であります。 

(10) 上記各号については、金融商品取引法による届出の効力発生を条件とします。 

  

 


